
 

～新渡戸記念の～  

『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

第 29 回『正常細胞の社会学 〜 使命を自覚して 任務を確実に果たす 〜』 

本来、京都、大阪で、講演の予定であったが、コロナで中止となり、その代わ

りに、Zoom講演『がん哲学外メデイカルカフェ』（Svenson本社、東京に於い

て）機会が与えられた（画像）。  京都大学の外科の教授であった山岡義生 先

生（京都大学 名誉教授）も参加して頂き、久しぶりに拝顔出来、大変嬉しかっ

た。  長島愛生園で、お逢いした立命館大学の田中真美 先生も出席されており、

長島愛生園に精神科医として勤めていた、神谷美恵子（1914ー1979）の『同じ

条件の中にいても、あるひとは 生きがいが 感じられなくて悩み、あるひとは 

生きるよろこびにあふれている。  このちがいは どこから来るのであろうか』

の言葉を語った。  また、神戸薬科大学の横山郁子 先生も参加しておられ、神

戸海軍操練所を開設した勝海舟（1823ー1899）の奥さん（たみ）の、母を亡く

して 悩んでいるクララに対しての言葉『悲しい時には 私達の所へいらっしゃ

い、一緒に泣きましょう、そしてあなたが 仕合せな時には 一緒に笑いましょ

う。さあ勇気をお出しなさい、—— これから先の長い年月のことは考えず、今日

という日以外には 日がないと思って ただ毎日をお過ごしなさい』が、「訪れ

る人を 温かく迎い入れる」原点であろうと語った。  本当に有意義な時であっ

た。 

 

社会をよく見て、「がん」から学んだものを生かす ＝ 社会性（ソシアリテイ）

（新渡戸稲造の精神） 

1) 癌も身の内 ＝ 癌の個性 

2) 正常細胞（使命を自覚して 任務を確実に果たす）の社会学（「自己

制御と犠牲」の上に成り立つ） 

3) 真の目標を見失った細胞集団 ＝ 癌細胞 ＝ エゴイスト集団 

 

「時代を超えて、時代を愛する ＝ がん哲学 & がん哲学外来」の原点である。

『２１世紀の医療のとびらを開く』となろう。 

  



 


